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５．看護学の発展に寄与するための研究能力を修得している。

４．看護教育者あるいは看護実践者としての基礎的な教育能力を修得している。

看護教育学特別研究Ⅱ
Research ProjectⅡ in
Nursing　Education

上田　貴子（304）

参考書等

審査のスケジュールをふまえ、タイムマネジメントを行いながら進めてください。主体的な取り組みを期待しま
す。

履修
年次

プレゼンテーション（50%）、倫理審査申請に関する書類（40%）、取り組み状況（10%）
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前期
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【到達目標1について】
・中間審査で指摘された内容について振り返り、修正の方向性について検討する。
・中間審査の結果を踏まえて、研究計画書を修正する。

【到達目標2について】
・研究課題の実施に際し、必要とされる倫理的配慮について検討し、研究倫理審査申請書を作成する。
・研究倫理審査会からの指摘事項に誠実に対応するとともに、申請書を修正し「承認」を得る。

【到達目標3について】
・研究計画に沿って、適切にデータを収集する。
・研究方法の留意事項を理解するとともに、研究手法の修得を目指す。
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調査等を実施する前に、本学の研究倫理審査を受審し「承認」の判定を得ること。

授業
形態

立案した研究計画に沿って調査や教育活動等を行い、研究者として必要な基礎的能力を修得する。調査等を行う前には、倫理
的側面について十分に検討し、研究倫理審査を受審することによって研究者としての倫理観を醸成する。

1.中間審査の結果を踏まえ、研究計画書を適切に修正することができる。
2.研究計画の実施に際し、必要とされる倫理的配慮について検討し、研究倫理審査を受審することができる。
3.研究に必要なデータを適切に収集できる。

必要時、紹介する。

教科書
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特に指定しない。


